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計画作成年度 令和２年度 

計画主体 

大津市 
栗東市 
野洲市 
高島市 

草津市 

 

 

 

滋賀県西部・南部地域鳥獣被害防止計画 

 

 

 
＜連絡先＞ 

担 当 部 署 名 大津市産業観光部農林水産課 

鳥獣害対策室（代表） 

所 在 地 滋賀県大津市御陵町３番１号 

電 話 番 号 ０７７－５２３－１２３４ 

Ｆ Ａ Ｘ 番号 ０７７－５２３－４０５３ 

メールアドレス otsu1605@city.otsu.lg.jp 

 

担 当 部 署 名 栗東市環境経済部農林課 

所 在 地 滋賀県栗東市安養寺１丁目１３番３３号 

電 話 番 号 ０７７－５５３－１２３４ 

Ｆ Ａ Ｘ 番号 ０７７－５５１－０１４８ 

メールアドレス nourin@city.ritto.lg.jp 

 

担 当 部 署 名 野洲市環境経済部農林水産課 

所 在 地 滋賀県野洲市小篠原２１００番地１ 

電 話 番 号 ０７７－５８７－６００４ 

Ｆ Ａ Ｘ 番号 ０７７－５８７－３８３４ 

メールアドレス nourinsuisan@city.yasu.lg.jp 

 

担 当 部 署 名 高島市農林水産部農村整備課 

所 在 地 滋賀県高島市新旭町北畑５６５番地 

電 話 番 号 ０７４０－２５－８５２９ 

Ｆ Ａ Ｘ 番号 ０７４０－２５－８５１９ 

メールアドレス nouson@city.takashima.lg.jp 

 

担 当 部 署 名 草津市環境経済部農林水産課 

所 在 地 滋賀県草津市草津三丁目１３番３０号 

電 話 番 号 ０７７－５６１－２３５７ 

Ｆ Ａ Ｘ 番号 ０７７－５６１－２４８６ 

メールアドレス norin@city.kusatsu.lg.jp 
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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 イノシシ・ニホンジカ・ニホンザル・ツキノワグマ・ 

アライグマ（※）・ハクビシン・ヌートリア・カラス・

カワウ・ドバト・カモ類・サギ・オオバン･スズメ・ムク

ドリ・ヒヨドリ 

 計画期間 令和２年度～令和４年度 

 対象地域 大津市・栗東市・野洲市・高島市・草津市 

※ 本計画において、アライグマはカニクイアライグマを含む 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（平成３０年度） 

地

域 
鳥獣の種類 

被害の現状 

品 目 被害数値 

大

津

市 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アライグマ・ハクビシン 

カラス 

水稲・麦・野菜等 

水稲・麦・野菜等 

水稲・野菜・果樹 

野菜・果樹 

水稲 

２，２７１千円 

１３７千円 

４７千円 

４千円 

４千円 

小計 ２，４６３千円 

栗

東

市 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アライグマ 

ハクビシン 

水稲・野菜・果樹等 

水稲・麦・果樹等 

生活環境被害等 

果樹 

果樹 

８１０千円 

３６０千円 

－千円 

４０千円 

４０千円     

小計 １，２５０千円 

野

洲

市 

イノシシ 

ニホンザル 

アライグマ・ハクビシン 

カラス 

オオバン 

水稲・野菜・大豆 

野菜・果樹 

野菜・果樹 

水稲 

麦等 

１，１８９千円 

        － 

４千円 

１千円 

        － 

小計 １，１９４千円 

高

島

市 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アライグマ 

ハクビシン 

カラス 

カワウ 

サギ 

オオバン 

水稲・野菜・麦等 

農林業被害全般 

水稲・果樹・野菜等 

野菜・果樹等 

野菜・果樹等 

農畜産被害 

水産業被害 

水稲・野菜等 

麦等 

２１，７０４千円 

６，９５８千円 

１１，２９９千円 

２４６千円 

２，２２６千円 

５，３２０千円 

６，３５８千円 

１２５千円 

９２千円 

小計 ５４，３２８千円 

草

津

市 

 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アライグマ・ハクビシン 

ヌートリア 

カラス 

ドバト 

カモ類 

オオバン 

水稲・野菜 

水稲・麦・大豆・野菜 

水稲・野菜・果樹 

野菜・果樹等 

水稲・野菜 

水稲・麦・大豆・野菜 

水稲・麦・大豆 

水稲・麦 

水稲・麦 

３９千円 

－ 

－ 

－ 

１，２２１千円 

１，０７３千円 

３３千円 

  １，５９８千円 

－ 
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スズメ 

ムクドリ・ヒヨドリ 

水稲 

果樹 

２３６千円 

７２千円 

小計 ４，２７２千円 

合計 ６３，５０７千円 

 

（２）被害の傾向 

 

大
津
市 

イノシシ：水稲の踏み荒らし･野菜等の食害及び掘り起こしによる被害が発生。 

ニホンジカ：地域の状況に応じた捕獲により、被害は減少傾向にあるが、依然として市内

全域で生活環境被害が発生。 

ニホンザル：北部地域を中心に８群が生息。農作物被害以外にも、住宅地域への出没によ

り人的被害も出ている。 

アライグマ・ハクビシン：市内全域で生息が確認され、家庭菜園の食害、家屋への侵入な 

      どによる被害も出ている。 

ヌートリア：農作物被害は確認されていないが、頻繁に目撃情報があることから、今後被

害が顕在化する恐れがある。 

カラス：野菜や家庭菜園の食害、人への威嚇等の人的被害も発生している。 

栗
東
市 

イノシシ：水稲を中心に、金勝地域全般で被害が発生。また、掘り起こしによる法面や林

道沿い斜面の崩壊も発生。 

ニホンジカ：金勝地域全般において被害が発生。水稲では田植えと収穫時期に、樹木につ

いては春季に新芽、冬季に樹皮で被害が発生。 

ニホンザル：市内にサルの群れは居ないが、時々ハナレザルが確認されており、過去に家

屋等への被害や人的被害も出ている｡ 

アライグマ：市内全域で生息が確認され、果樹・野菜類を中心に被害が拡大。また、鶏や

ウサギ等の愛玩鳥獣が捕食される被害も発生。 

ハクビシン：市内全域で生息が確認され、収穫期の果樹・野菜類を中心に被害が拡大。 

野
洲
市 

イノシシ：山裾野一帯で、水稲、大豆、野菜類に被害。また、掘り起こしによる畦の被害が増加

傾向にある。 

ニホンザル：数頭が集落内の家屋へ侵入し生活環境被害が出ている｡また、僅かではある

が農作物への被害もある。 

アライグマ・ハクビシン：山裾野はじめ河川周辺に出没。家庭菜園の野菜、果樹に被害を

与えている。 

カラス：４月から５月に苗の引き抜き、踏み荒らしが発生している。 

オオバン：主に湖辺地域で、冬季に麦の被害が発生している。現在のところ被害金額 

等は現れていないが、今後被害が顕在化する恐れがある。 

ヌートリア：現在、市内で農作物被害は確認されていないが、目撃情報があることから、

今後は市域においても被害が顕在化する恐れが高い。 

高
島
市 

イ ノ シ シ：水稲の踏み荒し、野菜等の食害、畦畔やゴルフ場芝生等の掘り起しなど 

の被害が広範囲に発生。被害は増加傾向にある。 

ニホンジカ：ここ数年の集中した捕獲により、被害および捕獲数は減少傾向にある。水稲や野

菜の食害や踏み荒らし、森林における樹木の新芽、樹皮の食害が発生。 

ニホンザル：農作物への食害だけだはなく、糞害や騒音などの生活環境被害も発生させて

いる。加害レベルの高い群れの中には、市街地へ出没し、人への威嚇を行う

個体も散見される。  

アライグマ・ハクビシン：野菜や果樹の食害や、家屋への侵入、糞害が多発している。 

カ ラ ス：水稲の踏み倒し、果樹や野菜の食害、畜産動物への攻撃、人家への糞害 

などが依然として深刻である。 

カ ワ ウ：竹生島と安曇川に営巣地があり、高島市内の漁場へ飛来し、アユで被害が発生。 

サ ギ  ：主に湖辺地域で、春に水稲の踏み倒しの被害がある。 

オオバン ：主に湖辺地域で、冬季に麦の被害が発生している。 
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草
津
市 

イノシシ ：被害は、市域の山手である馬場地域および山寺新田地域において発生し 

ニホンジカ ており、山間地全般に生息している。 

ニホンザル：市内にサルの群れは居ないが、時々ハナレザルが確認されており、野菜や果

樹などで被害が発生している。 

アライグマ・ハクビシン：野菜や果樹の食害や、家屋への侵入、糞害が発生している。 

ヌートリア：主に湖辺地域で、年中野菜等の食害が発生しており、被害は増加傾向にある。  

カラス：市内全域で被害が確認されており、特に湖辺の水稲に被害が多い。 

ドバト：市内全域で確認されており、種子の食害等が発生している。 

カモ類：カルガモによる水稲の苗の引き抜き等の被害が発生している。また、冬季にはマ

ガモやヒドリガモなどによる麦の被害も発生している。 

オオバン：主に湖辺地域で、春季には水稲の苗の食害が発生し、冬季には麦の被害が発生している。

飛来状況によっては深刻な被害を及ぼすことがある。 

スズメ：市内全域で確認されており、種子の食害が発生している。 

ムクドリ・ヒヨドリ：常盤地域において、果樹の食害が発生している。 

 

 

（３）被害の軽減目標 

地

域 
指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和４年度） 

大

津

市 

イノシシ 8.43ha 2,271千円 5.82ha 1,567千円 

ニホンジカ 0.42ha 137千円 0.29ha 95千円 

ニホンザル 0.12ha 47千円 0.09ha 33千円 

アライグマ・ハクビシン 0.01ha  4千円  0.007ha 3千円 

カラス 0.01ha 4千円 0.007ha 3千円 

市計 8.99ha 2,463千円 6.214ha 1,701千円 

栗

東

市 

イノシシ 0.54ha 810千円 0.37ha  567千円 

ニホンジカ 0.50ha 360千円 0.35ha 252千円 

ニホンザル －     －   －  － 

アライグマ 0.26ha 40千円 0.18ha 28千円 

ハクビシン 0.26ha 40千円  0.18ha 28千円 

市計 1.56ha 1,250千円 1.08ha 875千円 

野

洲

市 

イノシシ 2.60ha 1,189千円 1.82ha 832千円 

ニホンザル －   － － － 

アライグマ・ハクビシン 0.01ha 4千円  0.01ha 4千円 

カラス 0.05ha １千円 0.04ha 1千円 

オオバン     － － － － 

市計 2.66ha 1,194千円 1.87ha 837千円 

高

島

市 

イノシシ 27.84ha 21,704千円 19.48ha 15,192千円 

ニホンジカ 7.62ha 6,958千円 5.33ha 4,870千円 

ニホンザル 10.24ha 11,299千円 7.16ha 7,909千円 

アライグマ 0.09ha 246千円 0.06ha 172千円 

ハクビシン 0.75ha 2,226千円 0.52ha 1,558千円 

カラス 4.02ha 5,320千円 2.81ha 3,724千円 

カワウ － 6,358千円 － 4,450千円 

サ ギ 0.12ha 125千円 0.08ha 87千円 

オオバン 1.53ha 92千円 1.07ha 64千円 

 市計 52.21ha 54,328千円 36.51ha 38,026千円 
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草

津

市 

イノシシ 0.05ha 39千円 0.03ha 27千円 

ニホンジカ － －  － － 

アライグマ･ハクビシン － － － － 

ヌートリア 0.31ha 1,221千円 0.21ha 854千円 

カラス 1.05ha 1,073千円 0.73ha 751千円 

ドバト 0.40ha 33千円 0.28ha 23千円 

カモ類 1.65ha 1,598千円 1.15ha 1,118千円 

オオバン － － － － 

スズメ 0.30ha 236千円 0.21ha 165千円 

ムクドリ･ヒヨドリ 0.10ha 72千円 0.07ha 50千円 

市計 3.86ha 4,272千円 2.68ha 2,988千円 

獣

種

計 

イノシシ 39.46ha 26,013千円 27.52ha 18,185千円 

ニホンジカ 8.54ha 7,455千円 5.97ha 5,217 千円 

ニホンザル 10.36ha 11,346千円 7.25ha 7,942 千円 

アライグマ・ハクビシン 1.38ha 2,560千円 0.957ha 1,793 千円 

ヌートリア 0.31ha 1,221千円 0.21ha 854 千円 

カラス・ドバト・カモ類 7.18ha 8,029千円 5.017ha 5,620 千円 

カワウ － 6,358千円 － 4,450 千円 

サ ギ 0.12ha 125千円 0.08ha 87千円 

オオバン     1.53ha    92千円     1.07ha    64千円 

スズメ 0.30ha 236千円 0.21ha 165千円 

ムクドリ・ヒヨドリ     0.10ha   72千円      0.07ha    50千円 

合計 69.28ha 63,507千円 48.354ha 44,427千円 

 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

大

津

市 

捕獲等に関

する取組 

地元猟友会4支部に委託 

(銃器、檻による捕獲等) 

鳥獣被害対策実施隊による

被害防止対策（防護柵の設置

指導、集落環境点検の実施

等）の普及啓発等 

 

狩猟の担い手の育成 

外来獣生息域範囲拡大 

 

防護柵の設置等

に関する取組 

防護柵（侵入防止柵・電気 

柵）設置 

防護柵（侵入防止柵・電気柵）の維持管

理 

緩衝帯の整備 

栗

東

市 

捕獲等に関

する取組 

地元狩猟団体（銃器・わな）

、鳥獣被害対策実施隊・農家

（わな）による捕獲 

安全を考慮した捕獲の方法 

林道等が整備されていない山奥の捕獲

進展 

防護柵の設置等

に関する取組 

防護柵（侵入防止柵・電気 

柵）の設置 

効果的な連続した柵の設置が必要。 

防護柵（侵入防止柵・電気柵）の維持

管理 

緩衝帯の整備 



- 5 - 

 

野

洲

市 

捕獲等に関

する取組 

地元猟友会及びＮＰＯ法人

Ｈ・Ｗ・Ｅ野洲支部に捕獲を

委託。銃器、わな等による捕

獲。わな免許取得の推進 

狩猟の担い手育成 

防護柵の設置等

に関する取組 

防護柵の整備 老朽化した防護柵の再整備 

維持管理の徹底 

緩衝帯の整備 

高

島

市 

捕獲等に関

する取組 

・猟友会および鳥獣被害対策実

施隊による捕獲（銃器・檻） 

・外来獣用おりの貸し出し 

・農業者等による捕獲やわな

免許取得の支援 

・森林域における食害防止網や

防護柵の設置・テープ巻き 

・捕獲等の担い手の育成 

（従事者の高齢化、狩猟免許所持者の

減少） 

・捕獲鳥獣の処理（適切な処理、獣肉

の利活用） 

・わな・おり等の捕獲体制の整備 

 （囲いわな・小型おり等） 

・科学的なデータに基づく対策の立案 

・銃器が使用できない場所への鳥獣の

出没 

・ＩｏＴなど先進技術を活用した捕獲

活動の支援 

防護柵の設置等

に関する取組 

・防護柵（侵入防止柵・電気 

柵）の設置 

・実施隊員による追払いと 

農業者の追払いの支援 

・集落ぐるみによる追い払い

支援 

・集落環境点検 

・被害集落での被害対策講座 

・集落環境点検等による被害対策の 

普及啓発等 

・防護柵（侵入防止柵・電気柵）の維 

持管理 

・緩衝帯の整備 

・放任果樹の伐採 

 

草

津

市 

捕獲等に関

する取組 

猟友会による捕獲（銃器・わな） 

農家自身による捕獲（わな免許

取得・わな貸し出し）の推進 

狩猟の担い手の育成 

防護柵の設置等

に関する取組 

侵入防止柵の設置 

電気柵の整備 

侵入防止柵の維持管理 

集落環境の整備 

 

（５）今後の取組方針 

 捕獲等に関しては、関係各市が連携をしながら市の境界域での柔軟な捕獲

体制の構築について検討を行う。 

 防護柵の設置等についても同様に、関係各市が連携して広域的な防護柵の

設置や追い払い活動を行うとともに、集落環境点検や防護柵の維持・管理の

指導を通して、地域全体で野生獣から農地を守る体制づくりを検討する。 

 高島市においては、加害レベルが高く、従来の対策で被害軽減が図れない

ニホンザル群について、専門家の知見を得ながら、個体数調整の実施を検討

する。 

 高島市においては、国交付金等を活用し、ドローンによる生態調査やIoT

わなの試験導入など、ICTを活用した捕獲活動支援の取り組を検討する。 

 また、各市で被害防止のため捕獲に努めるが、各市毎の取り組みだけでは

限界があり、県が主体となり、市域をまたいだ県域での捕獲の取り組みを要

請する。 
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３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項  

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

大

津

市 

滋賀県猟友会４支部に委託を継続し、捕獲等を更に充実する。 

また、被害の状況に応じて効果的な捕獲方法を検討し、捕獲檻の増設

や銃器による集中的な捕獲等を実施する。 

ライフル銃を所持する実施隊員については、ライフル銃による対象鳥

獣の捕獲を推進する。 

平成２３年度に市職員（市町が任命した職員）により鳥獣被害対策

実施隊を結成し、被害防止対策（防護柵の設置指導、集落環境点検捕

獲等）を実施。 

栗

東

市 

地元狩猟団体に捕獲等を委託しながら、各集落農業者の狩猟免許（わ

な猟）取得を推進し、個体数調整又は有害鳥獣捕獲等を一年を通じて箱

わなにより実施する。 

野

洲

市 

滋賀県猟友会野洲支部及びＮＰＯ法人Ｈ・Ｗ・Ｅ野洲支部に業務委託

する。山手周辺の集落においては、わな等の免許取得者の育成と集落ぐ

るみの取組みを推進する。また、鳥獣被害対策実施隊を置き対応する。 

 

高

島

市 

・猟友会や鳥獣被害対策実施隊等による捕獲を継続して実施する。 

・農業者等の狩猟免許取得を支援し、集落での捕獲体制を充実させる。 

・被害の状況に応じた効果的な捕獲方法等を検討するとともに、 

わなやおりによる捕獲体制を整備する。 

・アライグマ・ハクビシン用の小型箱わなによる捕獲を継続して実施 

するとともに、集落ぐるみの取り組みを推進する。 

草

津

市 

滋賀県猟友会栗太支部に委託し、銃器や箱わな等による捕獲を行うと

ともに、各集落においてもわな免許取得者により、くくりわなや箱わな

による捕獲を行う。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

２～ 

４年度  

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アライグマ 

ハクビシン 

ヌートリア 

カラス 

ドバト 

カモ類 

サ ギ 

オオバン 

スズメ 

ムクドリ 

ヒヨドリ 

・侵入防止柵の維持・管理 

・放任果樹・野菜・生ゴミ等の除去 

・発信機装着接近警報システム等を活用した 

追・払い活動 

・里山・緩衝帯の整備 

・集落への被害防止知識の普及活動  

・被害集落で講習会や集落環境点検を実施 

・効果的な防除のため、鳥獣の解剖により被

害作物を特定する 
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（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

イノシシ：狩猟によりある程度の捕獲はされているが、被害の著しい地域

において捕獲檻等による有害鳥獣捕獲等を進める。 
ニホンジカ：滋賀県ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画（第３次）に基づき、

個体数調整および有害捕獲で個体数管理を行う。 
ニホンザル：被害が発生している地域において個体数調整および有害鳥獣捕

獲等として銃器や捕獲檻による対策を進める。 
アライグマ：外来生物法に基づく特定外来生物防除実施計画に基づき、捕

獲檻等による計画的な捕獲等を行う。 
ハクビシン：捕獲檻等による有害鳥獣捕獲等を実施する。 

ヌートリア：被害発生状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

ツキノワグマ：滋賀県ツキノワグマ第一種特定鳥獣保護計画に基づき対応す

るため、独自の捕獲目標設定は行わない。 

カ ラ ス：捕獲おりにより積極的に捕獲する。 

カ ワ ウ：３月から５月にかけての被害が多発する期間を含め、状況に応

じた捕獲等を行う。 

ド バ ト：被害発生状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

カ モ 類：被害発生状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

サ ギ  ：被害発生状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

オオバン：被害発生状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

スズメ  ：被害発生状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

ムクドリ ：被害発生状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

ヒヨドリ ：被害発赤状況に応じて適宜捕獲を実施する。 

上記の考え方に基づき、過去の実績等により各市の協議会ごとの捕獲目標を

定めるものとする。 

 

年度別捕獲計画数 

地

域 
対象鳥獣 

捕獲計画数等 

２年度 ３年度 ４年度 

大

津

市 

イノシシ ５００頭 ５００頭 ５００頭 

ニホンジカ １,５００頭 １,５００頭 １,５００頭 

ニホンザル ８０頭 ８０頭 ８０頭 

アライグマ・ハクビシン １５０頭 １５０頭 １５０頭 

カラス １０羽 １０羽 １０羽 

栗

東

市 

イノシシ ８０頭 ８０頭 ８０頭 

ニホンジカ １２５頭 １２５頭 １２５頭 

ニホンザル ０頭 ０頭 ０頭 

アライグマ ２０頭 ２０頭 ２０頭 

ハクビシン １０頭 １０頭 １０頭 

野

洲

市 

イノシシ ５０頭 ５０頭 ５０頭 

ニホンザル ２頭 ２頭 ２頭 

アライグマ・ハクビシン １０頭 １０頭 １０頭 

カラス ３００羽 ３００羽 ３００羽 

オオバン １００羽  １００羽 １００羽 
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高

島

市 

イノシシ ８００頭 ８００頭 ８００頭 

ニホンジカ ２，８００頭 ２，８００頭 ２，８００頭 

ニホンザル ２００頭 ２００頭 ２００頭 

ツキノワグマ ― ― ― 

アライグマ ５０頭 ５０頭 ５０頭 

ハクビシン １００頭 １００頭 １００頭 

ヌートリア ３頭 ３頭 ３頭 

カラス ６０羽 ６０羽 ６０羽 

カワウ １２０羽 １２０羽 １２０羽 

サ ギ １０羽 １０羽 １０羽 

オオバン ５０羽 ５０羽 ５０羽 

草

津

市 

イノシシ １５頭 １５頭 １５頭 

ニホンジカ １５頭 １５頭 １５頭 

ｱﾗｲｸﾞﾏ・ﾊｸﾋﾞｼﾝ ２０頭 ２０頭 ２０頭 

ヌートリア １００頭 １００頭 １００頭 

カラス ２４０羽 ２４０羽 ２４０羽 

ドバト ５０羽 ５０羽 ５０羽 

カモ類 １４０羽 １４０羽 １４０羽 

オオバン ５０羽 ５０羽 ５０羽 

スズメ ５０羽 ５０羽 ５０羽 

ムクドリ･ヒヨドリ ５０羽 ５０羽 ５０羽 

獣

種

計 

イノシシ １，４４５頭 １，４４５頭 １，４４５頭 

ニホンジカ ４，４４０頭 ４，４４０頭 ４，４４０頭 

ニホンザル ２８２頭 ２８２頭 ２８２頭 

ツキノワグマ － － － 

アライグマ・ハクビシン ３６０頭 ３６０頭 ３６０頭 

ヌートリア １０３頭 １０３頭 １０３頭 

カラス ６１０羽 ６１０羽 ６１０羽 

カワウ １２０羽 １２０羽 １２０羽 

ドバト ５０羽 ５０羽 ５０羽 

カモ類 １４０羽 １４０羽 １４０羽 

サ ギ １０羽 １０羽 １０羽 

オオバン ２００羽 ２００羽 ２００羽 

スズメ ５０羽 ５０羽 ５０羽 

ムクドリ･ヒヨドリ ５０羽 ５０羽 ５０羽 

 

 捕獲等の取組内容 

滋賀県猟友会の各支部・狩猟団体やわな猟免許を取得した農業者等に委

託を行い銃器、わなによる捕獲等を行う。 

 狩猟期間を含め通年で許可による捕獲を推進する。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

各市においてニホンジカ等の有害鳥獣による農作物被害が多発してお

り、より効率的に被害を減少させるために、ライフルを所持する実施隊

員、猟友会員・狩猟団体についてはライフルによる捕獲を実施する。 
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（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

高島市 ニホンジカ（個体数調整） 

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

 対象鳥獣 整備内容 

２年度 ３年度 ４年度 

大

津

市 

イノシシ 
ニホンジカ 

侵入防止柵 

1,700m 

侵入防止柵 

1,700m 

侵入防止柵 

1,700m 

栗

東

市 

イノシシ 

ニホンジカ 

侵入防止柵 

2,400m 

侵入防止柵 

2,400m 

侵入防止柵 

2,400m 

高

島

市 

ニホンザル 

イノシシ 

ニホンジカ 

侵入防止柵 

3,500m 

侵入防止柵 

3,500m 

侵入防止柵 

3,500m 

電気柵 

1,500m 

電気柵 

1,500m 

電気柵 

1,500m 

野

洲

市 

イノシシ 
侵入防止柵 

100m 

侵入防止柵 

100m 

侵入防止柵 

100m 

草

津

市 

イノシシ 

ニホンジカ 
－ － － 

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

２～ 

４年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アライグマ 

ハクビシン 

ヌートリア 

ツキノワグマ 

カラス 

ドバト 

カモ類 

カワウ 

サギ 

オオバン 

スズメ 

ムクドリ 

ヒヨドリ 

・侵入防止柵の維持・管理 

・放任果樹・野菜・生ゴミ等の除去 

・発信機装着接近警報システム等を活用した 

追い払い活動 

・里山、緩衝帯の整備 

・集落への被害防止知識の普及活動  

・被害集落で講習会や集落環境点検を実施 

・効果的な防除のため、鳥獣の解剖により被

害作物を特定する 

・植栽木の保護のための防護柵の設置 

・幼齢木保護具の設置 

・剥皮被害対策テープの設置 
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５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

 

（２）緊急時の連絡体制 

 

大津市における体制     猟友会  

                             情報共有 

                             共同活動 

                  捕獲依頼 

 

 

                             情報提供 

              通 

              報    情報共有 

 

 

 

 関係機関等の名称 役割 

大
津
市 

大津市 生息状況調査、被害調査、広報 

滋賀県西部・南部森林整備事務所 被害調査、広報 

大津警察署・大津北警察署 警戒、広報 

大津消防署 警戒、広報 

大津市鳥獣被害対策実施隊 捕獲 

猟友会大津北･日吉･大津･湖南支部 捕獲 

栗
東
市 

栗東市 生息状況調査、被害調査、捕獲、広報 

草津警察署 警戒、広報 

栗東市鳥獣被害対策実施隊 捕獲 

滋賀県猟友会栗太支部 捕獲 

野
洲
市 

野洲市 被害状況調査、捕獲作業、広報 

滋賀県猟友会野洲支部 捕獲、警戒 

ＮＰＯ法人 Ｈ・Ｗ・Ｅ野洲支部 捕獲、警戒 

守山警察署 警戒、広報 

高
島
市 

高島市 現地調査（生息状況・被害状況） 

関係機関への連絡調整、広報 

滋賀県西部・南部森林整備事務所

高島支所 

現地調査（生息状況・被害状況）捕獲、広報 

高島警察署 現地調査、警戒、広報 

高島市鳥獣被害対策実施隊 捕獲、巡視活動 

猟友会高島・今津・朽木支部 捕獲 

草
津
市 

 

草津市 生息状況調査、被害調査、広報 

滋賀県大津・南部農業農村振興事務所  生息状況調査、被害調査、広報、啓発 

滋賀県草津警察署 警戒、広報 

滋賀県猟友会栗太支部 捕獲 

住民等 

実施隊 

大津市役所 

大津警察署 

大津北警察署 

大津消防署 

滋賀県庁 

自治会長等 

学校・教育委員会 

道路等施設管理者 

京都市 

隣接市 

（栗東市・高島市・

草津市） 
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栗東市における体制 
 

 

                             情報共有 
                             共同活動 
                              

                              
 
 

                         
                   捕獲依頼 
 

 
 
              通 

              報    情報共有 
                             情報提供 
                              

 

 

  

野洲市における体制 
 

 
情報共有 
共同活動 

                    捕獲依頼              
                    
 

 
 
              通 

              報    情報共有 
                               

                             情報提供 

 

 

高島市における体制 
                             情報共有 
                             共同活動 
                              

                              
 
 

                         
                   捕獲依頼 
 

                             情報提供  
 
              通 

              報    情報共有 
                              
                             

住民等 

実施隊 

滋賀県庁 

栗東市役所 

草津警察署 

自治会長等 

学校・教育委員会 

大津市役所 

草津市役所 

地元狩猟団体 

住民等 

猟友会 

滋賀県庁 
野洲市役所 

（実施隊） 

守山警察署 

自治会長等 

学校・教育委員会 

近隣市 

（大津市・栗東市・

草津市・守山市） 

住民等 

実施隊 

高島市役所 

高島警察署 

大津市役所 

猟友会 

滋賀県庁 

自治会長等 

教育委員会 

Ｈ・Ｗ・Ｅ 
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草津市における体制 

                             情報共有 

                             共同活動 

                  捕獲依頼 

 

 

                             情報提供 

              通 

              報   情報共有 

 

 

（注） 緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により

記入する。 

 

６．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

被害防止対策協議会の名称 滋賀県西部・南部地域鳥獣被害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

大津市有害鳥獣被害対策協議会 広域的な被害防止対策の検討・実施 

協議会の運営 

栗東市有害鳥獣被害対策協議会 広域的な被害防止対策の検討・実施 

野洲市有害鳥獣被害対策協議会 広域的な被害防止対策の検討・実施 

たかしま獣害対策協議会 広域的な被害防止対策の検討・実施 

草津市鳥獣害対策地域協議会 広域的な被害防止対策の検討・実施 

 

 

大

津

市 

被害防止対策協議会の名称 大津市有害鳥獣被害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

レーク大津農業協同組合 被害状況の調査、防除技術の普及啓発 

滋賀南部森林組合 被害状況の調査、防除技術の普及啓発 

滋賀県農業共済組合大津・南部支所 農作物被害補償 

大津水産振興対策協議会 被害状況の調査、防除技術の普及啓発 

滋賀県猟友会大津市内４支部 有害鳥獣の捕獲駆除等の実施 

大津市農業委員会 農業者への普及啓発 

大津市産業観光部農林水産課 協議会事務局に関すること 

栗

東

市 

被害防止対策協議会の名称 栗東市有害鳥獣被害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

栗東市農業協同組合 農業者への普及啓発 

滋賀県農業共済組合大津・南部支所 防除対策の指導・情報提供 

滋賀南部森林組合 被害調査・事業推進 

滋賀県猟友会栗太支部 捕獲等の実施 

集落代表(農業組合長連絡協議会、

金勝生産森林組合、農業委員会) 

農林被害調査、集落への啓発 

栗東市環境経済部農林課 協議会の運営・対策の計画及び実施 

住民等 

 

猟友会

猟友会 

住民等 

 
草津市役所 

（実施隊） 

 

 

草津警察署 学校・教育委員会 

近隣市 

（大津市・栗東市・

守山市・野洲市） 

滋賀県 

自治会長等 
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野

洲

市 

被害防止対策協議会の名称 野洲市有害鳥獣被害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

おうみ冨士農業協同組合 被害調査、防除技術の普及啓発 

滋賀県農業共済組合大津・南部支所 被害調査及び被害補償 

農業組合代表 農業者への普及啓発、被害の把握 

滋賀県猟友会野洲支部 有害鳥獣捕獲等、指導助言 

ＮＰＯ法人 Ｈ・Ｗ・Ｅ 有害鳥獣捕獲等、指導助言 

野洲市環境経済部環境課 鳥獣の保護啓発、指導助言 

野洲市環境経済部農林水産課 協議会に関すること 

高

島

市 

被害防止対策協議会の名称 たかしま獣害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

滋賀県猟友会高島市内３支部 有害鳥獣の捕獲等 

滋賀県農業共済組合南部支部高島

出張所 

被害調査および被害補償 

高島市森林組合 被害調査および防除技術の普及啓発 

高島市漁業振興連絡会 被害調査および防除技術の普及啓発 

高島地域農業センター 被害調査および防除技術の普及啓発 

高島市農業委員会 農業者への普及啓発 

滋賀県鳥獣保護巡視員 鳥獣の保護啓発、指導助言 

高島市農林水産部農村整備課 協議会の運営、対策の計画および実施 

草

津

市 

 

被害防止対策協議会の名称 草津市鳥獣害対策地域協議会 

構成機関の名称 役割 

草津市農業協同組合 農業者への普及啓発 

滋賀県農業共済組合南部支所 防除対策の指導、情報提供 

滋賀県猟友会栗太支部 捕獲の実施 

被害地域の代表者 農林被害調査、集落への啓発 

草津市農業委員会 農業者への普及啓発 

草津市環境経済部農林水産課 協議会の運営、対策の計画および実施 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

滋賀県大津・南部農業農村振興事務所農産普及課  

技術的な助言・指導、関係機

関との調整 

滋賀県高島農業農村振興事務所農産普及課 

滋賀県大津・南部農業農村振興事務所田園振興課 

滋賀県高島農業農村振興事務所田園振興課 

滋賀県西部・南部森林整備事務所 

滋賀県西部・南部森林整備事務所高島支所 
 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

大

津

市 

平成23年度に、市職員（市町が任命した職員）により鳥獣被害対策実

施隊を結成し、被害防止対策（防護柵の設置指導、集落環境点検捕獲等

）を実施。 

栗

東

市 

平成24年度に市職員により鳥獣被害対策実施隊を結成し、被害防止対

策（防護柵の設置指導、捕獲等）を推進する。 

野

洲

市 

平成23年度に野洲市鳥獣被害対策実施隊を設置 

 構成員：市職員(5人程度) 
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高

島

市 

鳥獣被害対策実施隊は、平成21年度に第１種銃猟免許を有する捕獲従

事者により設置した。捕獲等の被害防止対策の実施や指導等を行う。 

草

津

市 

平成２７年度に草津市鳥獣被害対策実施隊を設置 

構成員：市職員 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

関係５市および滋賀県大津・南部農業農村振興事務所、高島農業農村振興事

務所、西部・南部森林整備事務所と連携し、広域的な被害防止対策を行う。 
 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

埋設または焼却による処分を行う。活用可能なものについては利活用に

ついて検討を行う。 
 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

高島市においては、協議会等ジビエ関係者から要望がある場合、国県の交

付金等を活用した食肉加工施設等の整備補助について検討する。 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

捕獲等における事故防止のために、猟友会や実施隊を対象に計画的に会

議や研修会を実施し、活動時の安全管理に努める。 

 また、集落ぐるみによる追払いや防止柵の管理などの被害防止対策につ

いては、適切な実施方法等を周知し、危害防止に努める。 
 


